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東日本大震災・原子力災害からの森林・林業の
再生に向けた取組について

特 集

　2011年３月11日に発生した、東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故（以下「福島第一原
発事故」といいます。）から15年が経過しました。
　これまでの取組により、海岸防災林の復旧等の地震・津波被害への対策は概ね完了しました。
　また、福島県の木材生産量は震災前の約71万㎥を上回り、約95万㎥（2024年度）に達するなど森林・
林業の再生は着実に進んでいます。さらに、浪江町では国内でも有数の大規模な集成材工場である「福島
高度集成材製造センター（F

エ フ ラ ム
LAM）」が稼働し、福島県産材を用いてF

エ フ ラ ム
LAMで製造された集成材が、2025年

に開催された大阪・関西万博のシンボル「大屋根リング」に使用されるなど明るい話題も増えています。
　一方で、今なお放射性物質の影響が残る地域が存在します。これらの地域の多くは森林であり林業が基
幹産業の一つでした。
　林野庁では、福島県等の森林・林業の再生に向け政府の復興基本方針に基づき、2021年度から2025
年度までの「第２期復興・創生期間」において様々な取組を実施してきました。
　本特集では、森林の放射性物質対策のほか、良質な原木や原木しいたけ等の産地再生、林業・木材産業
の再生に向けた具体的な取組について紹介します。
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放
射
性
物
質
の
実
態
把
握

（
１
）空
間
線
量
率
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

福
島
県
で
は
、
事
故
直
後
の
２
０
１
１
年
８

月
よ
り
空
間
線
量
率
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
県
内

3
6
2
箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
均
空
間

線
量
率
は
事
故
直
後
の
０
・
９１
µ
S
v
／
ｈ
か

ら
約
14
年
後
の
２
０
２
５
年
３
月
で
は
０
・
１６

µ
S
v
／
ｈ
に
ま
で
大
幅
に
下
が
り
、
現
在
で
は

海
外
主
要
都
市
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
空
間
線
量
率
は
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
徐
々
に
低
下
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
２
）森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
分
布

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
は
、
森
林
の
樹
冠
（
樹
木
の
葉
が
茂
っ
て

い
る
部
分
）
に
付
着
し
た
後
、
落
葉
し
た
り
雨
で

洗
い
流
さ
れ
た
り
し
て
地
面
の
落
葉
層
に
移
動

し
、
さ
ら
に
落
葉
層
が
分
解
さ
れ
、
土
壌
へ
移
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
か
ら
、
現

在
で
は
、
森
林
内
の
放
射
性
物
質
の
90
％
以
上
が

土
壌
表
層（
０
～
５
cm
）に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
樹
木
の
葉
、
枝
、
樹
皮
、
木
部
な
ど
の

部
位
別
の
放
射
性
物
質
の
分
布
を
み
る
と
、
葉
、

枝
、
樹
皮
に
比
べ
て
、
木
部
の
濃
度
が
低
い
傾
向

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）�森
林
施
業
が
放
射
性
物
質
の
動
態
に
与

え
る
効
果

森
林
施
業
が
放
射
性
物
質
の
動
態
に
与
え
る
効

果
に
関
す
る
実
証
事
業
の
結
果
か
ら
、
森
林
内
の

土
壌
流
出
防
止
策
を
行
う
こ
と
で
、
放
射
性
物
質

の
森
林
外
へ
の
移
動
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
間
線
量
率
の
低
減
に
は
、
間
伐
等
の

実
施
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
森
林
整
備
を
行
う
際
の
外
部
被
ば
く

線
量
は
、
地
拵
え
や
造
材
等
の
作
業
種
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
、
野
外
で
作
業
を
行
う
場
合
に
比
べ
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て
、
林
業
機
械
の
運
転
キ
ャ
ビ
ン
内
で
過
ご
す
時

間
が
長
い
方
が
、
遮
蔽
効
果
に
よ
り
低
く
な
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
外

部
被
ば
く
線
量
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
作
業
種
の

組
み
合
わ
せ
を
工
夫
す
る
こ
と
、
で
き
る
だ
け
林

業
機
械
を
用
い
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
科
学
的
知
見
に
基
づ

き
、
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

整備が必要な森林整備後の森林

森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
対
策

（
１
）ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

２
０
１
３
年
度
か
ら
、
市
町
村
等
の
公
的
主

体
に
よ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
と
そ
の
実
施
に

必
要
な
放
射
性
物
質
対
策
（
土
壌
流
出
防
止
柵
の

設
置
等
）
の
一
体
的
な
実
施
を
支
援
し
て
お
り
、

２
０
２
４
年
度
末
ま
で
に
県
内
45
市
町
村
に
お
い

て
、
間
伐
１
７
，１
３
３
ha
、
作
業
道
作
設
２
，

０
９
３
km
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
回
復
を

図
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
を
含
む
土
壌
が
下

方
へ
流
出
す
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
作
業
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の

た
め
策
定
し
た
森
林
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

や
、
整
備
が
必
要
な
箇
所
の
把
握
等
を
行
い
、
今

後
、
本
事
業
に
よ
り
帰
還
困
難
区
域
内
の
森
林
整

備
を
再
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）里
山
再
生
事
業

住
民
の
皆
様
が
身
近
に
利
用
し
て
き
た
森
林
公

園
や
遊
歩
道
な
ど
の
里
山
に
つ
い
て
は
、
森
林
整

備
や
土
壌
流
出
防
止
柵
の
設
置
等（
林
野
庁
）、
住

民
の
利
用
形
態
を
想
定
し
た
個
人
被
ば
く
線
量
測

定（
復
興
庁
）、
除
染（
環
境
省
）を
組
み
合
わ
せ
て

実
施
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
県
内
14
市
村
で
、
ま
た
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
は
里
山
再
生
事
業
と
し
て
県

内
７
市
町
村
13
地
区
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

特 集 東日本大震災・原子力災害からの森林・林業の再生に向けた取組について

ふくしま森林再生事業による森林整備

良
質
な
原
木
や
原
木
し
い
た
け
等
の

産
地
再
生
に
向
け
た
取
組

（
１
）原
木
林
の
再
生

し
い
た
け
等
原
木
の
生
産
地
で
は
指
標
値

（
50
B
q
／
kg
）を
超
え
る
放
射
性
物
質
を
含
む
原

木
の
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
産

量
が
大
幅
に
減
少
し
、
原
木
と
な
る
コ
ナ
ラ
等
の

原
木
林
の
伐
採
・
更
新
の
サ
イ
ク
ル
が
停
滞
し
て

い
ま
す
。

原
木
林
は
20
年
程
度
で
伐
採
・
更
新
を
繰
り
返

し
ま
す
が
、
伐
採
せ
ず
に
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と

原
木
と
し
て
の
利
用
が
難
し
く
な
る
と
と
も
に
、

更
新
に
必
要
な
伐
採
後
の
ぼ
う
芽
力
（
根
株
か
ら

自
然
に
芽
が
生
え
る
力
）
も
落
ち
、
ナ
ラ
枯
れ
被 里山再生事業により整備された里山
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害
も
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
原
木
林
の
再
生
に
向
け
た
伐
採
・

更
新
と
ぼ
う
芽
枝
の
放
射
性
物
質
濃
度
測
定
へ
の

支
援
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
千
葉
県
の

７
県
76
市
町
村
で
実
施
し
、
知
見
の
蓄
積
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
福
島
第
一
原
発
事
故
前
の
福

島
県
は
全
国
有
数
の
原
木
生
産
地
で
あ
り
、
影
響

を
受
け
た
原
木
林
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

再
生
に
向
け
て
２
０
２
１
年
度
よ
り
関
係
者
が
連

携
し
て「
里
山
・
広
葉
樹
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
原
木
林
の
再
生
と
と

も
に
、
伐
採
し
た
コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
の
利
用
拡

大
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
及
び
ト

レ
ー
ラ
荷
台
の
床
板
と
い
っ
た
新
た
な
需
要
を
創

出
す
る
な
ど
、
今
後
の
取
組
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
２
）安
全
な
き
の
こ
等
特
用
林
産
物
の
供
給

き
の
こ
や
山
菜
類
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
５
年

２
月
現
在
も
、
14
県
1
9
6
市
町
村
で
22
品
目

に
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
産
業
・
生
業
の
再
生
を
図
る
観
点
か

ら
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
木
し
い
た
け
に
つ
い
て
は
、
６
県
93
市
町
村

に
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
放
射
性
物

質
の
低
減
を
図
る
栽
培
管
理
を
実
施
し
、
一
般
食

品
の
基
準
値（
1
0
0
B
q
／
kg
）を
超
え
る
も
の

が
生
産
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
６
県
72
市
町
村

で
は
、
ほ
だ
木
の
ロ
ッ
ト
単
位
で
の
出
荷
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
管
理
の
難
し
い
野
生
の
き
の
こ
や
山
菜
類

の
出
荷
制
限
解
除
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
検
体

の
放
射
性
物
質
濃
度
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
安
全
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
解
除
に
必
要

な
検
体
数
や
解
除
区
域
に
つ
い
て
、
品
目
や
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
非
破
壊
検
査
法
を
活

用
し
た
出
荷
制
限
の
解
除
も
可
能
に
な
っ
て
お

り
、
対
象
品
目
は
ま
つ
た
け
、
皮
付
き
た
け
の

こ
、
な
め
こ
、
な
ら
た
け
、
む
き
た
け
、
く
り
た

け
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
し
い
た
け
及
び
ま
い
た
け
の

９
品
目
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

伐採したコナラ原木

安全が確認されたまつたけ 非破壊式放射能測定装置

トレーラ荷台に架装したコナラ床板

原木の循環利用

詳しいきのこや
山菜の出荷制限等
の情報はこちら

伐採後のぼう芽更新原木林

コナラのトラックやトレーラ荷台床板への活用
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木
材
の
利
用
推
進
に
向
け
た
取
組

（
１
）�木
材
製
品
等
の
放
射
性
物
質
に
対
す
る

検
査
体
制
の
整
備

林
野
庁
で
は
消
費
者
に
安
全
な
木
材
を
供
給
す

る
た
め
、
原
木
及
び
木
材
製
品
の
放
射
性
物
質
に

対
す
る
検
査
体
制
の
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
原
木
及
び
木
材
製
品
を
効
率
よ
く

確
実
に
検
査
で
き
る
よ
う
、
３
つ
の
タ
イ
プ
の
放

射
線
自
動
検
知
装
置
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
型
、

選
木
機
ラ
イ
ン
型
、
製
材
品
ラ
イ
ン
型
）
を
開
発

し
、
２
０
１
８
年
か
ら
順
次
、
福
島
県
内
の
原
木

市
場
、
製
材
工
場
、
チ
ッ
プ
工
場
等
に
設
置
す
る

と
と
も
に
、
副
産
物
で
あ
る
樹
皮
、
チ
ッ
プ
、
お

が
粉
等
の
検
査
も
で
き
る
よ
う
非
破
壊
検
査
装
置

の
整
備
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

（
２
）福
島
県
の
木
材
産
業
の
復
興

福
島
県
は
、
も
と
も
と
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で

し
た
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
多
く
の
林

業
・
木
材
産
業
事
業
者
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
、
浪
江
町
に
、
中
大
規
模
建
築
物

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
集
成
材
の
生
産
施
設
で
あ
る

「
福
島
高
度
集
成
材
製
造
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ

〈
エ
フ
ラ
ム
〉）」が
完
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
田

村
市
や
い
わ
き
市
で
も
新
た
な
木
材
加
工
工
場
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
場
産
業
の
復
興
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
生
物
多
様
性
へ
の
関
心
が

高
ま
る
な
か
、
福
島
県
産
木
材
は
、
学
校
、
体
育

館
、
道
の
駅
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
庁
舎
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）�エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
に
向
け
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

原
発
事
故
後
の
２
０
１
２
年
７
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た「
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
」で
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

等
の
創
出
に
よ
る
地
域
経
済
の
再
生
が
位
置
付
け

ら
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

直
近
で
は
、
２
０
２
４
年
９
月
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設「
飯
舘
み
ら
い
発
電
所
」が
福
島
県

飯
舘
村
で
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
万
全
な

放
射
性
物
質
対
策
を
講
じ
て
、
特
に
利
用
が
進
ん

で
い
な
か
っ
た
樹
皮（
バ
ー
ク
）約
４
６
，０
０
０

ｔ
を
含
め
た
年
間
約
９
５
，０
０
０
ｔ
を
燃
料
と

し
て
使
用
す
る
計
画
で
す
。
間
伐
等
で
発
生
す
る

低
質
材
に
加

え
て
、
バ
ー

ク
の
有
効
活

用
に
よ
り
、

福
島
の
林

業
・
木
材
産

業
の
再
生
が

進
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

農林水産省公式　「福島のもり応援隊」

各工程における木材製品等の検査体制

大熊産業交流施設CREVAおおくま（福島県大熊町）

ご視聴は
こちらから

林
野
庁
で
は
、
地
域
の
復
興
加
速
化
、
風
評
払

拭
、
風
化
防
止
を
目
的
に
、
幅
広
い
関
係
者
の
参

画
・
連
携
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
科
学
的

知
見
や
取
組
を
正
確
か
つ
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
情
報
を
整
理
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
企
画
展

示
、
出
前
講
座
の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制

作
・
配
布
に
よ
っ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
射
線
の
知
識
や
福
島
の
木
の
こ
と
、

森
林
の
こ
と
、
林
業
の
こ
と
、
き
の
こ
の
こ
と

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
動
画
「
福
島

の
も
り
応
援
隊
」を
農
林
水
産
省
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「m

affchannel

」
に
て
公
開
し
て

い
ま
す
。

是
非
ご
視
聴
い
た
だ
き
、
福
島
の
も
り
応
援
隊

の
一
員
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
ら
に
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
15
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
事
故
か
ら
の
復
興
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

今
も
被
災
地
域
で
は
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。

飯舘みらい発電所（福島県飯舘村）
（写真提供：飯舘バイオパートナーズ株式会社）

特 集 東日本大震災・原子力災害からの森林・林業の再生に向けた取組について




